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今のんでいる薬と合わせてのんでも大丈夫かなぁ…
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使用期限を過ぎていた
けれど、ほかに症状に
合う薬が家になかった
ので、それをのんだ

そうね。でも社会にはわたしたちの健康づくりを支えるいろいろな取組みもあるみたいよ。
自分の健康を

守ることができるのは

自分自身なんだね

2 3 4

なるほど～！

顔や身体にぶつぶつができたり、
眠気が強く出るなど、薬本来の
目的以外に出る働きで、
好ましくない働きのこと

薬を正しく使わないとどうなるの？

主作用 副作用

病気を治したり、症状を軽く
したりする、薬本来の
目的の働きのこと

（例）鼻水がやわらいだ （例）強い眠気に襲われた

表題部分

使用上の
注意

保管及び
取扱い上
の注意

成分

主作用と副作用

使用上の注意

確認すべき項目

効能

・どんな症状に効くの？

用法・用量
・１日に何回のむの？いつのむの？
・１回にのむ量はどれくらい？

用法・用量

効能

問い合わせ先
・製造販売元
など

こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

薬は正しく使うことが大切！

早く効くように
カプセル剤を
かんでのんだ

薬にはそれぞれの働きがあり、使い方を誤ったり、自分の勝手な判断で使ったりすると、思わぬ作用を引き起こす可能性があり
ます。どんな薬も決められた用法・用量を守るなど正しく使うことで、そうした好ましくない作用が起こることを防ぐことが
できます。使用期限もちょっとぐらいいいかと軽く考えずに、期限が過ぎたものは廃棄しましょう。

これですぐ

によくなる

はず！

３カ月ぐらい

過ぎていても

いいよね～
こんなこと

していませんか？

こんなこと

していませんか？

自分が使用した薬の名前や量、回数、のみ方、アレルギーや過去の副作用歴など注意することをお薬手帳とは？
記録するためのもので、薬局などで配布されています。自分の薬に関する情報をこの手帳にまとめ、それを病院や薬局
で提示することで、のみ合わせの判断や自分に合わない薬を避けることができます。

　薬の主作用と副作用とは、どちらも本来薬がもっている働きですので、副作用が全くない薬はありません。一般用
医薬品には安全性の高い成分が使用されていますので、必要以上に心配する必要はありませんが、説明書をよく
読んで正しく使用し、気になることがあったら、自分で判断せずに、薬剤師さんや登録販売者さんに相談しましょう。

　複数の薬を使用すると、薬によって症状が悪化したり思わぬ副作用が現れる場合があります。持病があったり
してほかに使用中の薬がある人は、事前にお医者さんや薬剤師さんに確認してから使いましょう。また、
アレルギー体質の人は、薬に対して過敏な反応が出やすいので同じく確認が必要です。いずれの場合も
お薬手帳を活用するとよいでしょう。

見本 見本

　一般用医薬品を適正に使用するために必要な情報は、薬についている説明書に書かれています。薬を使用する前に必
ず読み、捨てずに薬といっしょに保存しておいてください。
　説明書は、次の７つの項目について書かれています。薬を使う前に特に確認しなければいけない項目もありますので、
事前によく読んでおきましょう。

・使用してはいけない人は？
・薬を使用している間、やってはいけないことは？
・どんな人は、使用前に相談するといいの？
・どんな場合は、専門家に相談したらいいの？

（例）鼻水がとまらないので、
　  鼻炎薬をのんだ

薬は身体が早く健康な
状態に戻れるようサポートしてくれます。

ちょっと体調がおかしいなと感じたら、無理せず
休養し、一般用医薬品を賢く使うなどして、

自分でできる手当をしましょう。

ざい

はいき

しょうじょう

いっぱんよう

はんばいしゃ

軽度な不調に対処するセルフメディケーション実践編③―3
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一般用医薬品を正しく使うために何を確認すればいいの？
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